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第 1 章 業務概要 

1.業務の目的 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を訪れる多くの訪日外国人旅行者は、熊野古道歩きを大

きな魅力としており、交通拠点から熊野古道のウォーキングポイントまでを結ぶ二次交通の利

便性の向上は極めて重要な要素となる。 

令和 2 年度に県域を越えた交通事業者、自治体及び DMO 等で構成する「紀伊半島外国人観光

客受入推進協議会」を設立し、訪日外国人旅行者の二次交通を活用したストレスフリーな移動環

境の向上のため、二次交通のインバウンド対応に向けて取り組んでいる。 

本年度も訪日外国人旅行者の二次交通を活用した周遊を促進するため、整備内容を検討する二

次交通部会を開催するとともに、整備計画策定のため、かつ、さらなる課題抽出のために基礎調

査も併せて実施した。 

 

2.業務の概要 
業務名称：令和７年度 紀伊半島における外国人観光客二次交通対策推進事業 

（調査事業）業務委託 
 

業務項目：①二次交通部会の会議運営 
     ②令和７年度事業実施結果報告書の作成 
     ③受入環境に関する基礎調査の実施 
     ④整備前の現地調査の実施 
 

契約期間： 自：令和 7年 6月 17日 ～ 至：令和 8年 3月 31日 
 
委託者 ：紀伊半島外国人観光客受入推進協議会 

和歌山市小松原通一丁目 1番地 和歌山県地域振興部観光局観光交流課内 
TEL 073-441-2787 
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3.業務対象エリア 

本業務の対象エリアは、紀伊半島（中辺路エリア、小辺路エリア、伊勢路エリア、大辺路エリ

ア、紀伊路エリア）の訪日外国人旅行者の利用が多く見られる交通拠点、その交通拠点と熊野古

道登り口等をつなぐバス交通ルートやバス停周辺などとする。 
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第 2 章 二次交通対策に関する現状調査 

 二次交通に関する課題解決に向けて、個人で訪れる外国人観光客の交通アクセスに関する受入

環境整備に関する項目を中心に、以下の調査を実施した。 
 

1.ヒアリング調査 

 
【街頭調査（ストリートキャッチ）】 
・2025年 10月 8日、10日 

那智の滝前、熊野本宮館前（主に中辺路エリア対象） 

【施設調査（留置式）】 

・小辺路エリア：2025年 10月上旬～12月下旬 

・伊勢路エリア：2025年 10月上旬～12月下旬 

・宿泊施設（主に小辺路エリアを対象） 

十津川村内宿泊施設 

・観光案内所 5箇所（主に伊勢路エリアを対象） 

①紀北町観光協会 

②尾鷲観光物産協会 

③熊野市観光案内所 

④熊野古道おもてなし館 
⑤七里御浜ツーリストインフォメーションセンター 

 
2.現地調査 

 
・一般バス停（20 カ所）を調査。 

 
3.モニター調査 

 
・2025年 11月 7日、田辺市在住の外国人 2名にて実施。 
（駅周辺、バス車内の案内、バス停などを調査。） 

 
 

4.整備計画（案）の作成 

 
・整備計画（案）として、整備方針、エリア別の整備箇所を整理。 
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1.ヒアリング調査 

（1）ヒアリング調査の概要 

◆調査目的 

○外国人観光客を対象として、当協議会のこれまでの取組に関する効果検証（満足度）や、

効果的な情報提供を行うために熊野地域の交通情報の入手方法等の把握を目的とする。 
 

◆調査対象 

○熊野地域を訪れた外国人観光客（中辺路エリア・小辺路エリア・伊勢路エリア） 
 

◆配布方法 

□街頭調査（ストリートキャッチ）                          

 ・観光拠点を対象に、調査員が聞き取り調査 
 
【調査場所】 
 ・那智の滝前、熊野本宮館前（主に中辺路エリア対象） 
 
【調査時期】 
 ・2025年 10月 8日 

 
□施設調査（留置式）                                

 ・外国人観光客が利用する観光案内所などに調査票を留置し、外国人観光客が記入後、調

査票を回収。 
 
【調査場所】 
・宿泊施設（主に小辺路エリアを対象） 
十津川村内宿泊施設 

・観光案内所 5箇所（主に伊勢路エリアを対象） 
①紀北町観光協会 
②尾鷲観光物産協会 
③熊野市観光案内所 
④熊野古道おもてなし館 
⑤七里御浜ツーリストインフォメーションセンター 

 
【調査時期】 
・小辺路エリア：2025 年 10 月上旬～12 月下旬 
・伊勢路エリア：2025 年 10 月上旬～12 月下旬 
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◆アンケート調査票 

○調査票は、英語版と中国語版を用意した。 
○調査項目 

・属性（国籍、母国語、グループ属性、性別、年齢、出入国空港、 
 日本及び熊野古道地域への訪問・宿泊回数） 
・熊野古道で訪れた場所 
・熊野古道地域を訪れる前の情報入手先 
・熊野古道地域に滞在中の情報入手先 
・日本旅行中に鉄道やバスの経路検索を利用したか 
・熊野古道地域のバスの利用について（運賃、番号、時間、降り方・マナー、安心） 
・バス車内・交通拠点に関する満足度 
・熊野地域を旅行中不便だったこと 
・自由記述 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



6 
 

◆アンケート調査票（英語版）中辺路版 
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◆アンケート調査票（中国語版）中辺路版 
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◆参考：アンケート調査票（中辺路・日本語版） 
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◆アンケート調査票（英語版）小辺路版 
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◆参考：アンケート調査票（小辺路・日本語版） 
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◆アンケート調査票（英語版）伊勢路版 
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◆参考：アンケート調査票（伊勢路・日本語版） 
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（2）アンケート調査の結果（対象：外国人観光客） 

 
調査（街頭調査＋施設調査）においては、146 票回収することができ、意向を把握すること

ができた。 
 

◆街頭調査（ストリートキャッチ） 

 

■中辺路エリア 

【回収数】 
調査場所 回収数 

那智の滝前 37 

熊野本宮館前 18 

計 55 

 
 

◆施設調査 

 

■小辺路エリア 

【回収数】 
調査場所 回収数 

十津川村内宿泊施設（小辺路エリア） 70 

計 70 

 
 

 

■伊勢路エリア 

【回収数】 
調査場所 回収数 

熊野古道おもてなし館（伊勢路エリア） 0 

熊野市観光公社（伊勢路エリア） 7 

尾鷲観光物産協会（伊勢路エリア） 6 

紀北町観光協会（伊勢路エリア） 8 

七里御浜ツーリストインフォメーションセンター（伊勢路エリア） 0 

計 21 

 
 
 
  



21 
 

①中辺路エリア 

 
問 1．国籍・母国語、グループ人数 

 ▶国籍：中国、オーストラリア、アメリカの観光客が多い。 

 ▶中国語（簡体字）、英語を母国語とする観光客が多い。 

 ▶1～2人の少人数グループでの観光客が 8割近い。 

 

 

【国籍】                  【母国語】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【グループ人数】 
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問 2．性別・年齢 
▶女性がやや多い。 

 ▶20代～40代の年齢層の観光客が多く来訪している。 

 

【性別】                  【年齢】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

問 3．出入国（空港） 
▶入国・出国共に、関西空港が多い。 

 
【入国】                  【出国】 
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問 4．日本への訪問回数、宿泊日数 
▶日本への訪問回数：初めてが最も多く、次点で４回目以上。 

▶日本での宿泊日数：半数は 1～10泊だが、11泊以上滞在する方も多く見られる。 

 
【日本への訪問回数】              【日本での宿泊日数】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 5．熊野地域への訪問回数、宿泊日数 
▶熊野への訪問回数：はじめて熊野古道を訪れる観光客が占める。 

▶熊野での宿泊日数：2泊～3泊までが中心で 1週間以内の滞在である。 
 
【熊野古道地域への訪問回数】       【熊野古道地域での宿泊日数】 
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問 6．訪れる予定の場所 
▶本宮大社、那智大社・那智の滝には、観光客の半数以上が訪れている。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（複数回答あり） 

 
問 7．熊野地域を訪問前の情報の入手先 
▶ウェブサイトから情報を得ている観光客が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

① Facebook：0件 
② X：1件 
③ YouTube：1件 
④ Instagram：5件 
⑤ その他：8件 

【具体名】 
・田辺市熊野ツーリズム 
ビューロー 

・熊野トラベル 
・CAW TRAVEL 
・ロンリープラネット 
          など 

（複数回答あり） 
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問 8．熊野古道滞在中の観光情報の入手先 
▶インターネット、現地入手の無料パンフレット・チラシによって情報を得ている観光客

が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 9．鉄道やバスの経路検索の有無 
▶経路検索を利用している観光客がすべてを占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答あり） 

GoogleMaps：52件 
AppleMaps：7件 
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問 10．バスの利用について 
▶バスの乗降方法は知っていたが 7割、知らなくて困った方が 2割。 

▶系統番号は、とても役に立ったが 9割以上。 

▶バス停掲示、車内掲示ともに、とても役に立ったが 9割近く。 

▶案内があることで、時間にゆとりができ、安心できた方が 9割を超える。 

▶紀伊勝浦駅、大門坂、本宮大社前のバス停利用が目立つ。 

 

【バスの乗降方法】               【系統番号】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【バス停掲示】               【車内掲示】 
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【安心感】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【乗車バス停】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【降車バス停】 
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問 11．バス車内・交通拠点に関する満足度 
「バス停案内表示」について、1割弱が不満。 

 

 

「バス停案内表示」について、1割弱が不満。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（グラフ内数値は実数） 
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【参考：過去の調査との比較】 

■駅などからバス停までの案内 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

■バス停の案内表示 

▶不満は減少傾向であったが、今回は増加した。ただし、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 
 

■バス車両の行き先表記 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ■バス車内の音声案内 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 
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■バス車内の案内表示 

▶不満は減少傾向であったが、今回は増加した。ただし、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 
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問 12．熊野地域を旅行中不便だったこと 
▶「クレジットカードなどの決済」が不便と感じている方が比較的多い。 

▶「特になし」が半数を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（複数回答あり） 
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問 13．自由意見 

■観光について 

主な自由意見 

（課題・要望） 

・標識が明るい色の方がいい、見間違いやすいため。 

・田辺のツーリストオフィスは素晴らしい。 

・現金を持っていない時に困る。 

・川舟にも乗りたかった。 
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②小辺路エリア 

 
問 1．国籍・母国語、グループ人数 

 ▶国籍：アメリカ、台湾、シンガポール、イギリス、中国の観光客が多い。 

 ▶英語、中国語、ドイツ語、スペイン語を母国語とする観光客が多い。 

 ▶1～2人の少人数グループでの観光客が 7割を占める。 

 

 

【国籍】                  【母国語】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【グループ人数】 
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問 2．性別・年齢 
▶男性が多い。 

 ▶30～60代を中心とした観光客が来訪している。 

 

【性別】                  【年齢】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

問 3．出入国（空港） 
▶入国・出国共に関西空港が多く、羽田空港や成田空港の利用も多い。 

 
【入国】                  【出国】 
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問 4．日本への訪問回数、宿泊日数 
▶日本への訪問回数：初めて日本を訪れる人、4回目以上と続く。 

▶日本での宿泊日数：11～20泊、21泊～30泊と長期滞在する方が多い。 

 
【日本への訪問回数】              【日本での宿泊日数】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 5．熊野地域への訪問回数、宿泊日数 
▶熊野への訪問回数：初めて熊野古道を訪れる人が 8割、2割はリピーター。 

▶熊野での宿泊日数：4泊～7泊まで 1週間の方が多い。 
 
【熊野古道地域への訪問回数】       【熊野古道地域での宿泊日数】 
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問 6．訪れる予定の場所 
▶小辺路の入口である高野山と終点の本宮大社、中継地の十津川温泉、伯母子峠が多い。

那智大社・那智の滝、速玉大社にも一定数が訪れている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（複数回答あり） 

 
問 7．熊野地域を訪問前の情報の入手先 
▶ウェブサイトから情報を得ている観光客が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
（複数回答あり） 

① Facebook：10件 
② X：0件 
③ YouTube：6件 
④ Instagram：6件 

【具体名】 
・Kumano Travel 
・Kumano Kodo Website 
・田辺市熊野ツーリズム 
ビューロー 

・Visit Wakayama 
          など 
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問 8．熊野古道滞在中の観光情報の入手先 
▶インターネット、パンフレット・チラシによって、情報を得ている観光客が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 9．鉄道やバスの経路検索の有無 
▶多くの観光客が利用している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答あり） 

① GoogleMaps：51件 
② AppleMaps：1件 
③ その他：5件 
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問 10．バスの利用について 
▶バスの乗降方法を知らなくて困った方が 2割。 

▶系統番号はとても役に立ったが 7割。 

▶バス停掲示はとても役に立ったが 8割。 

▶車内掲示はとても役に立ったが 7割。 

▶案内があることで、時間にゆとりができ、安心できた方が 9割を占める。 

 

【バスの乗降方法】               【系統番号】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【バス停掲示】               【車内掲示】 
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【安心感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【乗車バス停】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他：西中大谷橋、伊勢市、小口 
 
【降車バス停】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他：大門、金剛峯寺、伊勢神宮内宮 
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問 11．バス車内・交通拠点に関する満足度 
▶各項目で 1割で不満あり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（グラフ内数値は実数） 
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【参考：過去の調査との比較】 

■駅などからバス停までの案内 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

■バス停の案内表示 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 
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■バス車両の行き先表記 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス車内の音声案内 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 
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■バス車内の案内表示 

▶不満は減少傾向にあり、満足度は変わらず高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 
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問 12．熊野地域を旅行中不便だったこと 
▶「バスの案内表記」、「飲食店・お土産物屋情報の入手」が不便と感じている方が多い。 

▶半数近くは不便を感じてはいない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（複数回答あり） 
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問 13．自由意見 

 
■バスについて 

主な自由意見 

                              

（良い意見） 

・価格がわかりやすい。 

・バスが快適だった！ 

（課題・要望） 

・バス停からどの方向に向かうのかを明確にしたら良い。 

 

 
■観光について 

主な自由意見 

                               

（良い意見） 

・美しいエリアだった。この周辺でアクセスに関して情報を見つけるのはとても

簡単であった。 

・オンライン予約が便利だった。 

・この地域を愛している！ 

・地元の人は親切で心温まる体験だった。 

・素晴らしい自然と素敵な食事があった。愛している。 

・全て良かった。ありがとう。 

・とても遠かったが、良い体験になった！ 

・とても良い。 

・日本での素晴らしい入門体験になった！ 

・人々は親切でとてもいいトレイルになった。 

 

（課題・要望） 

・一部のエリアで電波が届かず大変だった。 

・高野山が閉まっていた！ 

・国道沿いの熊野古道の標識の明確化、伯母子峠の明瞭な指示。 

・宿泊施設の Web サイト上での情報をより細かく（浴場についてなど）。 

・ゴミ箱を見つけるのが大変！ 

・品揃えのいいコンビニがもっとあったらいい。 

・閉まっているトレイルがあった。 

・携帯で支払うことができる地域もあったので、導入を検討してみて。 

・宿泊施設が少ない。 

・宿泊施設とベジタリアンメニューが増えるといい。 

・宿泊施設の選択肢が増えると、より予約しやすくなる。 

・宿泊施設が増えて、選択肢が広がることを願っています。 

・バスの運行頻度を上げてほしい。 

・春や秋の観光シーズンにはもっと宿泊施設やバスが必要に感じた。 

・人々は親切でとてもいいトレイルになった。 
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③伊勢路エリア 

 
問 1．国籍・母国語、グループ人数 

 ▶国籍：オーストラリアが最多で欧米が続く。 

 ▶英語を母国語とする観光客が多い。 

 ▶1～2人の少人数グループでの観光客が 8割近い。 

 

 

【国籍】                  【母国語】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【グループ人数】 
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問 2．性別・年齢 
▶男性が多い。 

 ▶20～30代が最も多くを占めている。 

 

【性別】                  【年齢】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

問 3．出入国（空港） 
▶入国時は羽田空港が多く、出国時は関西空港が多い。 

 
【入国】                  【出国】 

 
 
 
 
 
 
 

  



49 
 

問 4．日本への訪問回数、宿泊日数 
▶日本への訪問回数：リピーターが半数以上を占める。 

▶日本での宿泊日数：11～20泊や 31泊以上など長期滞在される方が多く見られる。 

 
【日本への訪問回数】              【日本での宿泊日数】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 5．熊野地域への訪問回数、宿泊日数 
▶熊野への訪問回数：はじめて熊野古道を訪れる人が大半を占める。 

▶熊野での宿泊日数：2泊から 10泊以上まで多様な宿泊体系が見られる。 
 
【熊野古道地域への訪問回数】       【熊野古道地域での宿泊日数】 
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問 6．訪れる予定の場所 
▶本宮大社を筆頭に馬越峠、鬼ヶ城などを訪れている。また、2割が中辺路へも訪問して

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（複数回答あり） 

 
問 7．熊野地域を訪問前の情報の入手先 
▶ウェブサイトから情報を得ている観光客が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（複数回答あり） 

【具体名】 
・WALKKUMANO.COM 
・田辺市熊野ツーリズム 
ビューロー 

・Reddit 
・ジャパンガイド 
・JET 



51 
 

問 8．熊野古道滞在中の観光情報の入手先 
▶インターネット、観光案内所によって、情報を得ている観光客が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 9．鉄道やバスの経路検索の有無 
▶経路検索を利用している観光客が全てを占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（複数回答あり） 

① GoogleMaps：17件 
② AppleMaps：1件 
③ その他：1 件 
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問 10．バスの利用について 
▶バスの乗降方法は知らなくて困った方が 2割。 

▶系統番号は、とても役に立ったが 8割。 

▶バス停掲示は、とても役に立ったが 9割。 

▶案内があることで、時間にゆとりができ、安心できたが 10割。 

 

【バスの乗降方法】               【系統番号】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【バス停掲示】               【安心感】 
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【乗車バス停】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他：熊野市駅前、阿田和、湯の峰温泉、小口 
 
【降車バス停】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他：熊野市駅、請川、発心門王子 
 
問 11．バス車内・交通拠点に関する満足度 
▶悪い、やや悪いを合わせると２割弱の項目がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（グラフ内数値は実数） 
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【参考：過去の調査との比較】 

■駅などからバス停までの案内 

▶良い割合が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス停の案内表示 

▶悪い割合が減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス車両の行き先表記 

▶良い割合が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ内数値はパーセント） 

（グラフ内数値はパーセント） 

（グラフ内数値はパーセント） 
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         ■バス車内の音声案内 

▶大変良いが増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス車内の案内表示 

▶大変良いが増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（グラフ内数値はパーセント） 

（グラフ内数値はパーセント） 
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問 12．熊野地域を旅行中不便だったこと 
▶「飲食店・お土産物屋情報の入手」、「ATM の利用」に不便を感じている方が上位にある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（複数回答あり） 
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問 13．自由意見 

 
■バスについて 

主な自由意見 

（良い意見） 

・親切！ 

（課題・要望） 

・観光客は整理券の機会の使い方がわからず、そのためにバスは遅れて混んでいた。 

・全ての情報が英語な訳ではなかった。 

 

 
■観光について 

主な自由意見 

（良い意見） 

・熊出没地図を使用したがとても便利であった。英語で助かった。 

・英語での案内が親切だった。 

・尾鷲の観光案内所のスタッフがとても素敵で親切だった！ 

・熊野古道のウェブサイトはとても便利だった！ 

・ホスピタリティに感謝！ 

・たまに道がわからなくなった。 

・全て素晴らしい。 

（課題・要望） 

なし 
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2.現地調査 

（1）現地調査の概要 

◆調査目的 

○熊野古道中辺路、小辺路、大辺路、伊勢路および紀伊路の各エリアにおける公共交通に関

する外国人観光客の受入環境の向上に向け、整備の優先順位、整備案を検討するにあたっ

て、現地の現状を確認するため。 
 

◆主なモニター調査実施場所 

〇交通拠点または結節点となる駅とその周辺のバス停 
〇熊野古道の起終点となる駅またはバス停 
〇熊野古道周遊者の利用が想定される宿泊施設周辺のバス停 

 
◆調査の方法 

○想定される交通拠点およびバス停について、現地を踏査し、周辺環境、現地案内等を実際

に確認する。また、想定される整備案についてその適否を検討する。 
 

◆調査スケジュール 

令和 7年 9月 17 日（水） 
 九度山町・・・九度山駅、上古沢駅 
 高野町・・・紀伊細川駅 
 橋本市・・・学文路駅、橋本駅 

かつらぎ町・・・丹生都比売神社バス停、妙寺駅、笠田駅 
田辺市・・・小広王子口バス停、道湯川橋バス停 

令和 7年 9月 18 日（木） 
  紀宝町・・・井田舞子バス停  
  熊野市・・・新鹿駅、新鹿バス停、みなとバス停、フリー坂本バス停、二木島峠口バス停 
  尾鷲市・・・新開地バス停、尾鷲駅バス停、朝日町バス停、夢古道おわせ前バス停 
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（2）現地調査の結果 

◆調査対象一覧 
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◆九度山駅 

＜駅周辺の概要＞ 

・真田庵を中⼼とし、関ケ原〜大坂の陣期における真田親子に関わる史跡群が点在する観光スポットの

玄関口。 

・「紀伊山地の霊場と参詣道」としての高野参詣道の中でも最も主要となる町石道の山麓側起点となる

駅。 

＜駅と案内の状況＞ 

・到着した人、これから乗る人向けの案内としては、過不足なく必要な案内が用意されている。 

・鉄道の乗降に関わる案内（乗り場案内、駅名板、時刻表、路線図等）は、概ね二言語化されている。

ただし、追加されたもの（天空）や凡例部分に日本語のみのか所が混在する。 

・観光に関わる案内板は全て日本語のみ。 

・道標について高野参詣道専用のものはないが、周辺を案内する道標は用意されており（一部破損あり）、

二言語化も実施済み。 

＜改善案＞ 

・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 

・町石道の起点として、コース全体を二言語で紹介した案内の必要性は高い。 
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◆九度山駅 
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◆九度山駅 
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◆上古沢駅 

＜駅周辺の概要＞ 

・「高野参詣道」のひとつ町石道全行程の北側起点から 3 分の 1 に位置する古峠への連絡ルートの起点

駅。 

＜駅と案内の状況＞ 

・到着した人、これから乗る人向けの案内としては、過不足なく必要な案内が用意されている。 

・鉄道の乗降に関わる案内（乗り場案内、駅名板、時刻表、路線図等）は、概ね二言語化されているが、

凡例部分に日本語のみのか所が混在する。 

・観光案内板は劣化が著しい。 

・道標について高野参詣道限定のものはないが、最小限の案内（二言語化ずみ）あり。古いものも存在。 

＜改善案＞ 

・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 

・観光案内板について、町石道までのルートが解るものへの更新を。また、古い道標は更新または撤去

を。 
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◆上古沢駅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



65 
 

◆紀伊細川駅 

＜駅周辺の概要＞ 
・「高野参詣道」のひとつ町石道の中間地点、矢立への連絡ルートの起点駅。 
＜駅と案内の状況＞ 
・到着した人、これから乗る人向けの案内としては、過不足なく必要な案内が用意されている。 
・鉄道の乗降に関わる案内（乗り場案内、駅名板、時刻表、路線図等）は、概ね二言語化されている

が、凡例部分に日本語のみのか所が混在する。 
・道標について高野参詣道限定のものはないが、矢立までの案内（二言語化ずみ）は整備されてい

る。 
＜改善案＞ 
・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 
・矢立までのルートを案内する地図等の設置を。 
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◆紀伊細川駅 
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◆学文路駅 

＜駅周辺の概要＞ 
・「紀伊山地の霊場と参詣道」としての高野参詣道のひとつ京大坂道の山麓側起点となる駅。 
・駅前に橋本市コミュニティバスのバス停あり。 
＜駅と案内の状況＞ 
・到着した人、これから乗る人向けの案内としては、過不足なく必要な案内が用意されている。 
・鉄道の乗降に関わる案内（乗り場案内、駅名板、時刻表、路線図等）は、概ね二言語化されてい

る。ただし、追加されたもの（天空）や凡例部分に日本語のみのか所が混在する。 
・駅前の階段を下りたところに京大坂道の解説板と簡単な道案内あり。 
＜改善案＞ 
・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 
・京大坂道の起点として情報の強化を。地図を含むコースガイドとし、総合案内板の設置が理想だが

小型でも何等かモノの設置を。 

 
 
 
」 
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◆学文路駅 
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◆学文路駅 
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◆橋本駅 

＜駅周辺の概要＞ 
・JR 和歌山線と南海電鉄高野線の乗り換え駅。 
・「紀伊山地の霊場と参詣道」としての高野参詣道のひとつ黒河道の山麓側起点となる駅。 
・駅前には、橋本市内を走る南海りんかんバス、市内の生活の足としての橋本市コミュニティバス、

高野町富貴地区への足「夢たまご・ハイランドタクシー」（定時定路線型乗り合いタクシー）が乗り

入れる。 
＜駅と案内の状況＞ 
・鉄道の乗り場が JR と南海で分離されており、誤乗を防ぐための両社の動線を強調する案内が複数あ

る。 
・鉄道の時刻表は概ね二言語化されているが、凡例が日本語のみなのは２社に共通する。 
・JR の路線図は英文の併記が一部主要駅に限られる（南海の路線図は階下にはなし）。 
・駅前に黒河道も採録した観光案内図あり（二言語化ずみ）。 
・バスについては、３社とも地元ユースが主であり、路線図、時刻表などいずれも日本語のみ。 
＜改善案＞ 
・鉄道利用に関して、時刻表、路線図ともにインバウンド利用を見越した二言語表記の強化を。 
・黒河道については、駅から 500m 離れたコース上に詳細な案内板がある。そこまでの誘導が大きな

課題。 
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◆橋本駅 
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◆橋本駅 
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◆丹生都比売神社バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 
・高野参詣道のひとつとして、妙寺駅からの神社参詣ルート「三谷坂」、町石道への連絡ルート「八町

坂」の起終点。 
・丹生都比売神社境内に隣接した駐車場にある。 
・かつらぎ町コミュニティバスが笠田駅から乗り入れており、神社参詣者や参詣道利用者に一定の利

用が見て取れる。 
・時刻表は、路線内全バス停掲示タイプ、日本語のみ。 
・近畿自然歩道案内板は日本語のみ。 
＜改善案＞ 
・多言語時刻表の設置 ⇒ P.92 
・主要停留所案内図の設置 ⇒ P .95 
・周辺観光案内図の設置 ⇒ P .96 
・駐車場敷地内にあって、神社本殿に近いトイレ前のベンチ 
で休憩する人が見られる。バス停はベンチとは数十 m 離れた 
位置にあり、ベンチ前の移設は有効とみられる。 
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◆妙寺駅 

＜駅周辺の概要＞ 
・高野参詣道のひとつとして、丹生都比売神社への参詣ルート「三谷坂」山麓側の起終となる駅。 
・かつらぎ町デマンドタクシーの乗り場があるが、やや離れる。 
＜駅と案内の状況＞ 
・JR 和歌山線の無人駅としては一般的な作り、時刻表、路線図とも二言語化されているが、凡例が日

本語のみ、路線図の駅名への英文併記は主要駅のみに限定される。 
・駅横に町の総合観光地図（草木の奥で見辛い）、駅前に町の観光概要解説があるが、いずれも日本語

のみ。 
・三谷坂の起点として道標や案内板は全くない。 
＜改善案＞ 
・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 
・三谷坂の起点として、コース全体を二言語で紹介した案内はぜひ欲しい。 
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◆笠田駅 

＜駅・バス停周辺の概要＞ 
・駅前にかつらぎ町のコミュニティバスが乗り入れる交通拠点、特に丹生都比売神社行きが重要。 
・コミュニティバスのほか、かつらぎ町のデマンドタクシー、高野町のデマンドタクシーの乗り場も

ある。 
・駅横に観光案内所がある。冷房が効いていてバスや電車の待合所として機能している。 
＜駅と案内の状況＞ 
・JR 和歌山線の無人駅としては一般的な作り、時刻表、路線図とも二言語化されているが、凡例が日

本語のみ、路線図の駅名への英文併記は主要駅のみに限定される。デジタルサイネージも日本語の

み。 
＜改善案＞ 
・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 
・コミュニティバスは駅前の駐車場を起点としているが、初めての場合場所が解り辛い。駅舎内への

交通案内に加えて、駅舎直前への乗り入れは価値がある。 
・バス停案内の強化：多言語時刻表の設置 ⇒ P.92、主要停留所案内図の設置 ⇒ P .95 
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◆笠田駅 
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◆小広王子口バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 
・中辺路小広峠の西側登り口最寄りバス停   ・龍神自動車が乗入れ 
・一日 5 往復運行              ・時刻表は協議会フォーマット 
・田辺駅方面のみ主要停留所案内図あり 
＜改善案＞ 
・主要停留所案内図を作成・設置 ⇒ P.95 
・周辺観光案内図を作成・設置⇒ P.96 
・中辺路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆道湯川橋バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 
・中辺路小広峠東側女坂周辺最寄りバス停     ・龍神自動車が乗入れ 
・一日 5 往復運行                ・時刻表は協議会フォーマット 
・主要停留所案内図あり、広域路線図設置済み 
＜改善案＞ 
・周辺観光案内図を作成・設置⇒ P.96 
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◆井田舞子バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路浜街道最南部の主要バス停       ・三重交通が乗入れ 

・一日10～12往復運行             ・時刻表は三重交通フォーマット、二言語化済み 

・主要停留所案内図協議会フォーマット。 

＜改善案＞ 

・周辺観光案内図を作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆新鹿駅 

＜駅・バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路中央部の二木島峠南側の起点。     ・JR紀勢線、熊野市営バスが乗り入れ。 

＜駅と案内の状況＞ 

・JR東海の無人駅としては一般的な状況、時刻表、運賃表とも二言語化ずみだが、時刻表は凡例が日本語の

み。 

・周辺観光板は日本語のみ、１か所は退色が著しい。 

＜改善案＞ 

・鉄道利用に関して、凡例を含めた完全二言語化を是非実現してほしい。 

・観光案内板について、熊野古道の案内を強化、二言語化した地図に更新を。 

・バス停案内の強化：多言語時刻表の作成・設置 ⇒ P.92、主要停留所案内図の作成・設置 ⇒ P .95、 

 周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96、広域路線図の設置⇒ P.96 

・バス停標柱に設置の地図は、内容が古いので破棄。 
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◆新鹿バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路中央部の二木島峠南側の起点    ・熊野市営バス 

・一日4～5往復運行            ・時刻表は熊野市フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・多言語時刻表の作成・設置 ⇒ P.92 

・主要停留所案内図の作成・設置 ⇒ P .95 

・時刻表が上下共用により大型化するため、主要停留所案内図を時刻表から分離して作成。 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆みなとバス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路中央部の二木島峠南側の起点    ・熊野市営バス 

・一日4～5往復運行            ・時刻表は熊野市フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・主要停留所案内図付き多言語時刻表の作成・設置 ⇒ P.92 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆フリー（坂本）バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路中央部の二木島峠南側の起点       ・熊野市営バス 

・一日4～5往復運行 

・フリー乗降区間中の目印という位置付けで、表記は全て「フリー停留所」とする。Googleマップ上では複

数あるフリー停留所を区別するため「（坂本）」の追記がある。 

・柱頭表記は、尾鷲市方面が「フリー停留所」、熊野市方面が「フリーバス停」。 

・時刻表は熊野市フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・主要停留所案内図付き多言語時刻表の作成・設置 ⇒ P.92 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆二木島峠口バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・伊勢路中央部の二木島峠北側の起点 

・熊野市営バス 

・一日2～3往復運行 

・時刻表は熊野市フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・主要停留所案内図付き多言語時刻表の作成・設置 ⇒ P.92 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆新開地バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 
・伊勢路の中央部、羽後峠と三木峠の中間のエスケープポイント 
・尾鷲市コミュニティバス                  
・一日 5 往復運行 
・時刻表、路線図は尾鷲市フォーマット、日本語のみ 
＜改善案＞ 

・主要停留所案内図付き英文時刻表の作成・設置 ⇒ P.94 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96 

・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆尾鷲駅バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 
・JR 尾鷲駅前に三重交通１路線、尾鷲市コミュニティバス５路線が乗り入れ 
・各者独自の標柱が計 3 本立つ 
・三重交通の時刻表は自社フォーマット、二言語化済み 
・尾鷲市の時刻表は自者フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・新宮駅前で実施した例に準じて、6路線ならびに熊野古道などの情報を収める掲示板を設置する。 

・協議会共通フォーマットの時刻表ならびに主要停留所案内図、路線図、周辺観光案内図等を設置す

る。 
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◆朝日町バス停（東行） 

＜バス停周辺の概要＞ 
・伊勢路の中央部、馬越峠南側起点       ・三重交通、尾鷲市コミュニティバス 
・一日 2～3 往復運行 
・三重交通の時刻表は自社フォーマット、二言語化済み 
・尾鷲市の時刻表は自者フォーマット、路線図付き、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・主要停留所案内図の作成・設置 ⇒ P.95 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96      ・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 

・英文時刻表の作成・設置⇒ P.94 
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◆朝日町バス停（西行） 
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◆夢古道おわせ前バス停 

＜バス停周辺の概要＞ 

・熊野古道センター隣接立ち寄り施設        ・尾鷲市コミュニティバス 

・一日4～6往復運行 

・時刻表、路線図は尾鷲市フォーマット、日本語のみ 

＜改善案＞ 

・主要停留所案内図付き英文時刻表の作成・設置 ⇒ P.94 

・周辺観光案内図の作成・設置⇒ P.96        ・伊勢路広域路線図の設置⇒ P.96 
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◆【作成見本】多言語時刻表デザイン例①：標準デザイン例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆【作成見本】多言語時刻表デザイン例②：主要停留所案内付き多言語時刻表 
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◆【作成見本】多言語時刻表デザイン例③：白浜町向け 
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◆【作成見本】多言語時刻表デザイン例④：英文時刻表デザイン例 
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◆【作成見本】主要停留所案内図例①：中辺路タイプ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆【作成見本】主要停留所案内図例②：三重交通 
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◆【作成見本】周辺観光案内図例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆【作成見本】広域路線図例 
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3.モニター調査 

（1）モニター調査実施概要 

◆調査目的 

○紀伊半島エリアにおける公共交通に関する外国人観光客の受入環境の向上に向け、整備内

容を検討するにあたって、外国人目線の意見を取り入れるため。 
 

◆モニター 

 
モニター 性別 出身 母言語 在往歴 居住地 

モニター1 男性 アメリカ 英語 30年 田辺市 
モニター2 女性 アメリカ 英語 40年 田辺市 

  
◆主なモニター調査実施場所 

○交通拠点となる駅において、バス案内表示を

確認 
○高野参詣道歩きや宿泊施設に供される各バス

停の案内表示の確認 
○高野参詣道を中心に走る、鉄道やバス車両の

案内を確認 
 

 

・丹生都比売神社前バス停 
◆モニター調査の方法とスケジュール 

【モニター調査の方法】 

○調査票に基づいて、駅やバス停の案内表示の

多言語化等の観点から分かりやすさのチェッ

クを行い、コメントを記載。 
○また、実際にバスに乗車し、個人の外国人観光

客が目的地まできちんと行くことができる

か、その際に必要な情報は十分であるか、また

分かりやすいか、逆に分かりにくかったこと

などの課題チェックを行い、コメントを記載。 
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【調査スケジュール】 

○令和 7 年 11 月 07 日（金） 
   →  → 10:00 高野山駅 
 高野山駅前バス停 10:14 → 南 海 り ん か ん バ ス 

高 野 山 内 線 4 2 系 統 
→ 10:24 大門バス停 

 大門バス停 10:45 → 車 → 10:55 奥の院前バス停 
 奥の院前バス停 11:15 → 車 → 11:20 千手院橋バス停 
 千手院橋バス停 12:25 → 車 → 13:05 紀伊細川駅 
 紀伊細川駅 13:25 → 車 → 13:40 上古沢駅 
 上古沢駅 13:55 → 車 → 14:15 九度山駅 
 九度山駅 14:38 → 南 海 電 鉄 

高 野 線 
→ 14:41 学文路駅 

 学文路駅 14:58 → 車 → 15:20 妙寺駅 
 妙寺駅 15:27 → 車 → 15:45 丹生都比売神社前 

バス停 
 丹生都比売神社前 

バス停 
16:00 → か つ ら ぎ 町 

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 
天 野 コ ー ス 

→ 16:29 笠田駅前バス停 
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◆調査エリア 

―凡例― 

■駅及び乗車路線 ■バス停及び乗車路線 ■熊野古道 
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105 
 

■調査箇所 

鉄道車内 

① 南海電鉄 高野線 
 

バス車内 

① 南海りんかんバス 高野山内線４２系統 
② かつらぎ町コミュニティバス 天野コース 

 
駅と周辺バス停 

① 高野山駅 
② 紀伊細川駅 
③ 上古沢駅 
④ 九度山駅 
⑤ 学文路駅 
⑥ 妙寺駅 
⑦ 笠田駅 

 
バス停 

① 大門バス停 
② 千手院橋バス停 
③ 奥の院前バス停 
④ 丹生都比売神社前バス停 
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◆モニター調査票 

○調査票は、①バス車内、②駅と周辺バス停、③バス停ごとに、それぞれ英語版で用紙を用

意した。 
 
○調査票 

【属性】 

【参考：属性（日本語版）】 
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【① 鉄道車内】 

 
【参考：①鉄道車内（日本語版）】 
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【② バス車内】 

 
【参考：②バス車内（日本語版）】 
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【③ 駅と周辺バス停】 

 
【参考：③駅と周辺バス停（日本語版）】 
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【④ バス停】 

 
【参考：④バス停（日本語版）】 
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（2）モニター調査の結果 

モニター調査の結果を、①バス車内、②駅と周辺バス停、③バス停ごとにそれぞれ整理した。

概要では、課題や問題点のある事項について「▲」、外国人観光客対応ができている事項など良

い事項について、「○」として整理した。 

モニター1の意見を「●」、モニター2の意見を「●」として、満足度を整理した。 

 

モニター 性別 出身 母言語 在往歴 居住地 

●モニター1 男性 アメリカ 英語 30年 田辺市 
●モニター2 女性 アメリカ 英語 40年 田辺市 
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①鉄道車内 

 
ルート：①南海電鉄（高野線） 

 
（概要） 

○ニーズに沿った座席の種類が多い 

○電車マナーの表示がグラフィックでわかりやすい 

○車内に英語の掲示物が多数あり 

▲外国語の表示が全体的に少ない 

▲英語のアナウンスがわかりにくく、聞きづらい 

 

【現況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【満足度評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．南海高野線 九度山駅～学文路駅

■印象に残った点

・ニーズのある人向けの座席が多くあり、券売機は英語メニュー付きで使いやすい。

・快適で清潔な電車だったが、外国語の案内表示はほとんどない。路線の行き先表示は英語であった。

■改善すべき点など

・街中に近いが無人駅。

・町石道の歩き始めの情報。

・英語でより詳細な情報（注意事項、座席）。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

●ソフトすぎて少しわかり
にくい（1-3）．【音声】外国語放送の聞きやすさ ●●

●短区間乗車だが、アナ
ウンスはなし
●次の駅のアナウンスの
み。聞きにくい

（1-2）．【音声】外国語放送の量
　※行き先、次の駅など

● ●
●目的地のアナウンスの
み

（1-1）．【音声】役立ちましたか ● ●

（2-3）．【掲示物】外国語の見やすさ ● ●

●携帯電話や電車のマ
ナーをグラフィックで表示
●英語の掲示物はなし

（2-2）．【掲示物】外国語の量
　※路線図、非常口など

● ●
●日本語と英語のみ
●電車の目的地のみの
表示

（2-1）．【掲示物】役立ちましたか ● ●
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②バス車内 

 
ルート：①南海りんかんバス（高野山内線４２系統） 

 
（概要） 

○方向幕に行先のローマ字表記あり 

▲英語のアナウンスがない 

▲液晶モニターの英語が少ない 

▲外国語のアナウンスが聞きづらい 

▲「バスの乗り方」が欲しい 

 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1．南海りんかんバス 高野山駅前バス停～大門バス停

■印象に残った点

・外国語を聞き取ることが難しいため、バスに乗ることは混乱する。

・たくさんの乗客がいたため、少し混乱した。

■改善すべき点など

・英語でバス車内で降り方、乗り方、停留所名などについてのアナウンスが欲しい。

・前の席に子供が一人で座るのは危険であるという日本語のみの表示がある。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1-1）．【音声】役立ちましたか ●●

●到着する直前に短い
メッセージだけが流れる
●日本語のみの説明
	
●随時、支払いや目的地
に関する情報

（1-3）．【音声】外国語放送の聞きやすさ ● ●

（1-2）．【音声】外国語放送の量
　※行き先、次のバス停、運賃の支払い方（両替）、周辺案内な
ど

●●

●ほとんど日本語、混乱
する可能性

（2-2）．【液晶モニター】外国語表示の量
　※行き先、次のバス停、運賃の支払い方（両替）、周辺案内な
ど

● ●
●日本語と英語のみ
	

（2-1）．【液晶モニター】役立ちましたか ● ●

（3-1）．【掲示物】役立ちましたか ●●

（2-3）．【液晶モニター】外国語表示の見やすさ ● ●

●目的地の貼り紙のみ

（3-3）．【掲示物】外国語の見やすさ ● ●
●日本語の掲示物はあっ
た

（3-2）．【掲示物】外国語の量
　※路線図、運賃表、降車ボタン、両替機、非常口など

● ●

●あった、乗る前に「バス
の乗り方」はない

（5）．現在地の確認はできましたか（何が役立ったか） ● ●

（4）．運賃の確認はできましたか（何が役立ったか） ● ●

●アナウンスされたが、英
語版はほぼ遅すぎる（6）．乗降方法の確認はできましたか（何が役立ったか） ● ●
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ルート：②かつらぎ町コミュニティバス（天野コース） 
 

（概要） 

▲英語の掲示物がない 

▲英語のアナウンスがない 

▲液晶モニターの英語表記がない 

▲運賃の支払い方がわからない 

 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2．かつらぎ町コミュニティバス（天野コース） 丹生都比売神社前バス停～笠田駅前バス停

■印象に残った点

・このバスは便利そうですが、英語の案内がないので外国人には不便。景色が良い。良いエリアと思う。

■改善すべき点など

・バスの乗降時に料金を支払う方法が不明。

・英語の案内を追加してほしい、英語のアナウンス、英語のモニター。

理由

（1-1）．【音声】役立ちましたか ●● ●英語なし

大変満足 満足 やや不満 不満 不明

●なし

（1-3）．【音声】外国語放送の聞きやすさ ●● ●なし

（1-2）．【音声】外国語放送の量
　※行き先、次のバス停、運賃の支払い方（両替）、周辺案内な
ど

●●

●日本語のみ

（2-2）．【液晶モニター】外国語表示の量
　※行き先、次のバス停、運賃の支払い方（両替）、周辺案内な
ど

●●
●なし
●なし

（2-1）．【液晶モニター】役立ちましたか ●●

●●なし

（3-1）．【掲示物】役立ちましたか ●● ●英語の情報はなし

（2-3）．【液晶モニター】外国語表示の見やすさ ● ●

●なし

（3-3）．【掲示物】外国語の見やすさ ● ● ●なし

（3-2）．【掲示物】外国語の量
　※路線図、運賃表、降車ボタン、両替機、非常口など

●●

●運転手は自然に言葉な
しで何をすべきかを示し
てくれた
●日本語のみ

（6）．乗降方法の確認はできましたか（何が役立ったか） ● ●

●日本語のみの記載
●日本語のみ

（5）．現在地の確認はできましたか（何が役立ったか） ●●

（4）．運賃の確認はできましたか（何が役立ったか） ●●



117 
 

①駅と周辺バス停 

 
① 高野山駅（高野山ケーブル／南海りんかんバス・野迫川村営バス） 

 
（概要） 

○バス停は駅前の一か所に集約されている 

○スタッフがいる 

○乗り場がわかりやすい 

○英語表記ができるモニターがある 

▲観光案内所がない 

 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

 
  

1．高野山駅

■印象に残った点

・バス乗車までのスムーズな行列。 ・きっぷ情報が便利。

・モニターの説明が助かった。

・駅からバス停までの移動経路は論理的に配置されている。

■改善すべき点など

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・モニターの設置で大幅に改善された。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ● ● ●いくつかのパンフレットがあった

●乗り場までまっすぐ。スタッフがいた

（3)．乗車場所は分かりましたか ●●

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ●●

●モニターがあった（英語放送有）
●デジタルサイネージが導入され、理
解できた

（5)．運賃は分かりましたか ●● ●表示看板があった

（4)．バス時刻は分かりましたか ●●

●表示があった

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ● ●
●案内所がない。街中にあった
●パンフレットがあった

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ●●

●英語、日本語、中国語（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●

・観光に関する質問ができる担当者がいる情報案内所。
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② 紀伊細川駅（南海電鉄高野線） 
 

（概要） 

○町石道の矢立エリアの最寄り駅（距離は片道 2.9km、50分） 

○乗り場はわかりやすい 

○無人駅だが、多言語表記はある 

▲運賃の支払い方が難しい 

▲周辺にバス停はない 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  2．紀伊細川駅

■印象に残った点

・静かで簡素な駅、町石道歩きには最適。

■改善すべき点など

・駅から町石道までの綺麗な案内標識などの工夫が必要、高野町のコミュニティと連携しましょう。

・この駅は何もない場所にある。

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・運賃の支払い方が難しい。

・無人駅であるが、必要に応じてインターホンが会話できるように設置されている。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

●中国語、韓国語の表示があった
●駅周辺の情報がない、電車の情報
のみ

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ●● ●バス停はない

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ● ●

●一か所しかない

（4)．バス時刻は分かりましたか ● ●

（3)．乗車場所は分かりましたか ● ●

●壁に大きな運賃表があった

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ● ●

（5)．運賃は分かりましたか ● ●

●駅周辺の情報がない

（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ●●
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③ 上古沢駅（南海電鉄高野線） 
 

（概要） 

○町石道の古峠、二つ鳥居の最寄り駅（距離は片道 3.3km、1時間～1時間半） 

○乗り場はわかりやすい 

○無人駅だが、多言語表記はある 

▲運賃の支払い方が難しい 

▲周辺にバス停はない 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  3．上古沢駅

■印象に残った点

・静かで簡素な駅。

■改善すべき点など

・英語で明確な支払い情報が必要。

・駅のすぐ外に大きな地図があるが、交換する必要がある。

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・二つ鳥居から町石道に接続する駅。

・無人駅。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ● ● ●観光案内所はない

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ● ●

●駅で入場に際し、チケットを有効に
しておくことに関する警告がある
●バス停はない

（3)．乗車場所は分かりましたか ● ● ●わかりやすい

（4)．バス時刻は分かりましたか ● ●
●バスはない、しかし鉄道の時刻表は
わかりやすい

（5)．運賃は分かりましたか ● ●鉄道の運賃表があった

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ● ●
●バスはない、しかし鉄道の時刻表は
わかりやすい

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ● ● ●情報がない

（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●

●券売機には簡単な説明と英語の案
内がある。ここから先はバスはありませ
ん
●鉄道の運賃表はある
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④ 九度山駅（南海電鉄高野線） 
 

（概要） 

○町石道の始終点となる拠点駅 

○乗り場はわかりやすい 

○券売機が多言語化されている 

▲パンフレットを見つけることが難しい 

▲周辺にバス停はない 

▲英語表記の町石道全体のエリアマップが駅前に欲しい 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  4．九度山駅

■印象に残った点

・簡素、この駅で切符を買うのは簡単。券売機が多言語。

■改善すべき点など

・駅の外には町石道エリア全体のルート地図を外国語も含めて更新（新規作成）する必要がある。

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・券売機は４言語対応。

・トイレのすぐそばに屋根付きの小さな売店があり、ファイルキャビネットには地域のパンフレットが置いてある。

・九度山のパンフレットは英語版もある。

・ロッカーと郵便ポストがあり、手紙を送ることができる。駐車場は2台分ある。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ●●

●1つのボックスに英語の情報と日本
語のパンフレットがあるが、見つけるの
が難しい

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ● ● ●バス停はない

（3)．乗車場所は分かりましたか ● ● ●わかりやすい

（4)．バス時刻は分かりましたか ● ● ●

（5)．運賃は分かりましたか ● ●

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ● ● ●レンタサイクルがあった

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ● ● ●情報がない

（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●
●ほとんどは日本語である
●英語と日本語のみ
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⑤ 学文路駅（南海電鉄高野線／橋本市コミュニティバス・デマンドタクシー） 
 

（概要） 

○京大坂道の始終点となる拠点駅 

○乗り場はわかりやすい 

○多言語表記はある 

▲京大坂道案内板までの導線 

▲バス停は日本語のみ 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  5．学文路駅

■印象に残った点

・京大坂道のルートアクセスの標識は助かる

■改善すべき点など

・駅構内に京大坂道の案内板までの小さな案内標識があれば良い

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・高野口駅行きのバス停はあるが、英語表記はなし。デマンドタクシー乗り場も同じ場所にある。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ● ●観光案内所はない

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ● ●直行するバス停はない

（3)．乗車場所は分かりましたか ●

（4)．バス時刻は分かりましたか

（5)．運賃は分かりましたか ● ●英語と日本語があった

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ●
●コミュニティバスはあるが、必要はな
い

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ●

（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●鉄道運賃表
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⑥ 妙寺駅（JR 和歌山線／かつらぎ町デマンドタクシー） 
 

（概要） 

○三谷坂の始終点となるの拠点駅 

▲案内図は日本語のみ 

▲丹生都比売神社まで（三谷坂）の案内図が欲しい 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  6．妙寺駅

■印象に残った点

・無人駅

・鉄道の乗り方の表示

・QRコードがたくさんある

・小さな駅、おそらく運賃は払えるが、英語は通じません。

■改善すべき点など

・JRネットワークのマップは日本語のみ

・英語での丹生都比売神社までのアクセス情報が必要

・かつらぎ町の案内は日本語のみ

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・コインロッカーなし、タクシー乗り場あり、スタッフは不在

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ● ● ●英語のパンフレットあり

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ● ●なし

（3)．乗車場所は分かりましたか ● ●

（4)．バス時刻は分かりましたか ● ● ●簡素な表示

（5)．運賃は分かりましたか ● ● ●運賃表が壁にかかっていた

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ● ●

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ● ● ●英語以外のパンフレットはなし

（8)．多言語・ピクトの対応 ●● ●鉄道の運賃表のみ
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⑦ 笠田駅（JR和歌山線／かつらぎ町コミュニティバス・かつらぎ町デマンドタクシー・ 
    高野町デマンドタクシー） 

 
（概要） 

○丹生都比売神社行きのバスと JRが接続する拠点駅 

○鉄道は多言語化されている 

▲バス停は日本語表記のみ 

▲駅に隣接する案内所の英語表記がない 

 

【現況写真】 
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【満足度評価】 

  7．笠田駅

●休憩所にパンフレットあり

■印象に残った点

・無人駅

・地方駅

■改善すべき点など

・「世界遺産への入口 かつらぎ町観光案内所」はあるが、英語がない

・かつらぎ町の大きな案内地図があるが、いくつかのスポットの英語がない

■その他（Wi-fi、コインロッカー、タクシー乗り場、スタッフ対応等）

・Wi-Fi、コインロッカー、コミュニティバスあり

・大きな案内地図に英語はあるが、凡例がない

・Wi-Fiシールが貼付されている

・タクシー乗り場あり、しかし日本語のみ

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1)．交通拠点（駅等）から観光案内所までの移動 ●●

（2)．交通拠点（駅等）からバス乗り場までの移動 ● ●

（3)．乗車場所は分かりましたか ● ●

●良い場所、しかし英語がない
●休憩所にあったが、英語なし

（4)．バス時刻は分かりましたか ●

（5)．運賃は分かりましたか ●●

（8)．多言語・ピクトの対応 ● ●
●鉄道情報のみ、他にはなにもない

●英語の表示はない

●鉄道はわかるが、バスはわからない

●わからない

●鉄道はわかる

（6)．乗るバス車両は分かりましたか ● ●わからない

（7)．周辺の観光情報は分かりましたか ● ●
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②バス停 

 

① 大門バス停（南海りんかんバス・大十バス） 
 

（概要） 

○ローマ字入りの時刻表 

▲ローマ字のバス停表記がわかりにくい（縦書きから横書きへ） 

▲バス停乗り場が狭くて危険 

▲高野山中心部⇔大門のような表示が欲しい 

 

 

【現況写真】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【満足度評価】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．大門バス停

■印象に残った点

・到着した高野山中心部へ向かうバスの横を横断するのは危険。

・大門バス停で降車したが、大門への方向を指し示す標識が必要。

・便利だが分かりにくい場所。外国人は停車時に少し混乱する。

■改善すべき点など

・バス停にQRコード等を貼付し、現在地がわかるような工夫はどうか。

・英語のバス停名を横書きにすべき。縦書きは良くない。

■その他

・バス停に「大門⇔高野山中心部」のような表示が欲しい。

・バス停の乗降空間が狭すぎる。危険。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

（1）．乗車場所は分かりましたか ● ●
●バス停名の英語表記は水平が良
い

（3）．運賃は分かりましたか ●●

●整理券を使用して運賃を見るのは
直感的ではない
●情報なし

（2）．バス時刻は分かりましたか ● ●

（5）．周辺の観光情報は分かりましたか ● ●
●バス停の下に小さな地図がある。
地域情報はない

（4）．乗るバス車両は分かりましたか ●●

●英語のみ
●英語と日本語のみ（6）．多言語・ピクトの対応 ● ●
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② 千手院橋バス停（南海りんかんバス・野迫川村営バス） 
 

（概要） 

▲ローマ字のバス停表記がわかりにくい 

▲聖地巡礼バスの表記が不十分 

▲乗り場が４か所あり、混乱する 

 

 

【現況写真】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【満足度評価】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２．千手院橋バス停

■印象に残った点

・バスの乗り方を説明する小さな標識があり、旅行者にとって便利。

・千手院橋(西)には奥の院前行きのバスの乗り方についての英語情報がある。

・バスシステムに慣れたゲストであれば高野山内の移動には十分ですが、

　一般の乗客にとっては少しわかりにくく、読みにくいです。

■改善すべき点など

・バス停の頭板に”Bus”という表記を追加すべき。

・千手院橋(西)には奥の院前行きのバスの乗り方についての英語情報がある。

・聖地巡礼バスのわかりやすい案内表示が欲しい。

・西バス停は具体的な出発時刻に関する情報が不足。この停留所は何のためにあるか、明確ではない。

・乗り場を東西で分けるのではなく、①②③④番に変更してはどうか。

■その他

・日本語のみで書かれた情報用の現地電話番号があります。（0736-56-2250）

・Senjuinbashiの表記。Senjui"m"bashiになっている。

・Eastの表記を追加して欲しい。

大変満足 満足 やや不満 不満 不明 理由

●英語の標識が頭板になく、表記は
縦書き

（2）．バス時刻は分かりましたか ● ●

（1）．乗車場所は分かりましたか ● ●

●ない

（4）．乗るバス車両は分かりましたか ● ●

（3）．運賃は分かりましたか ●●

●観光案内所を指す矢印を使用でき
るのではないか
●バス停に小さな地図がある

（6）．多言語・ピクトの対応 ● ●

●日本語と英語のみ
●SENJUINBASHIという名は表示さ
れるが、「東」と「西」は英語で表示さ
れていない

（5）．周辺の観光情報は分かりましたか ● ●
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③ 奥の院前バス停（南海りんかんバス・京阪バス） 
 

（概要） 

○大きなバス停、時刻表が大きく表示されている 

▲聖地巡礼バスの表記が不十分 

▲全体的に英語情報が不足している 

 
 

【現況写真】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【満足度評価】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．奥の院前バス停

■印象に残った点

・標識が少しわかりにくいです。特に田辺方面は、赤い四角に英語ではっきりと書かれた標識が必要です。

・聖地巡礼バスの運行期間外の情報を英語と日本語で明確に。

・大きく、中心となるバス停。時刻表が大きい。しかし、混乱する。

■改善すべき点など

・タクシー乗り場が日本語のみ（急ぎの客が使えるように）。

・バスの行き先表示の文字を大きくする必要、地図の表示ができるQRコードの必要性。

・奥の院の表示が英語。より大きく目立つ標識。

■その他

・奥の院側の標識はわかりにくいが、駐車場側の標識は文字が大きく、地図も分かりやすい。

・聖地巡礼バスのカレンダー情報は不要。予約が必要なことを示すべき。

理由

（1）．乗車場所は分かりましたか ●●

●バス停の頭板にローマ字がない
●聖地巡礼バスに英語がない
●降車バス停に英語がない、乗車バ
ス停に限られている

大変満足 満足 やや不満 不満 不明

●目的地を確認できたら

（3）．運賃は分かりましたか ●●
●情報がない

（2）．バス時刻は分かりましたか ● ●

●英語と日本語のみ
（6）．多言語・ピクトの対応 ●●

●千手院橋方面の大きな表示

（5）．周辺の観光情報は分かりましたか ●
●情報なし

（4）．乗るバス車両は分かりましたか ● ●



134 
 

④ 丹生都比売神社前バス停（かつらぎ町コミュニティバス） 
 

（概要） 

▲英語表記がない 

▲路線図や運賃情報、周辺情報がない 

 

 

【現況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【満足度評価】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

4．丹生都比売神社前バス停

■印象に残った点

・外国人対応がされていない。

■改善すべき点など

・英語の表示が必要。

■その他

・特になし

理由

（1）．乗車場所は分かりましたか ●

大変満足 満足 やや不満 不満 不明

●英語なし

（3）．運賃は分かりましたか ●●
●なし

（2）．バス時刻は分かりましたか ●●

●なし
（6）．多言語・ピクトの対応 ●●

●バス停は一か所のみ

（5）．周辺の観光情報は分かりましたか ●●
●なし

（4）．乗るバス車両は分かりましたか ● ●
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4.整備計画（案） 

（1）整備対象 

 ○駅などの交通拠点から目的地とする主な観光地へと向かうバス等の二次交通に関する案内

（下記図の①～⑥）を対象 

 
  

 

駅など 
の交通
拠点 

乗降 
する 
バス停 

乗降 
する 
バス停 

 
観光地 

①
交
通
拠
点
か
ら
バ
ス
停
等
へ
の 

連
続
し
た
案
内
表
示 

 

②
バ
ス
停
の
案
内
表
示 

③
バ
ス
車
両
の
外
面
の
表
示 

④
バ
ス
車
内
の
案
内
表
示 

 

（
掲
示
物
、
音
声
ガ
イ
ド
、 

 
 

 
 

 
 

液
晶
モ
ニ
タ
ー
） 

⑤
バ
ス
停
か
ら
目
的
地
ま
で
の
案
内 

⑥ガイドマップ・WEB等での交通情報案内 

 

   

バス停 
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（2）整備方針（案） 

◆整備方針案のポイント 

   ・中辺路・小辺路・伊勢路・大辺路・紀伊路エリアにおいて共通した情報・統一的なデザイン 
    （カラーリング、番号表示、ピクトグラム、路線図、時刻表 等） 
   ・初めて訪れる訪日外国人旅行者にもシンプルで分かりやすいサインを活用 
   ・訪日外国人旅行者に分かる大きな文字での英語情報の充実 
 
   ①交通拠点（駅等の二次交通の乗り換え拠点） 
       ▶駅等から熊野古道登り口や観光施設等までの連続した誘導表示 
       ▶同一バス停内に複数あるバスのりばのナンバリング、誘導表示、集約 
       ▶乗り間違え防止のために、バス乗り換え情報のデジタルサイネージへの表示 

 
②バス停の情報充実 
 ▶目的地のバス停までが分かる路線図、運賃の支払い方法や乗降方法、共通の時刻表、下車後

の現在地周辺に関する観光案内図の掲示 
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（3）令和７年度の整備箇所（案） 

整備方針に沿って、令和７年度の整備箇所（案）を作成し、中辺路エリア、小辺路エリア、

伊勢路エリア、大辺路エリア、紀伊路エリア、その他別に整理した。 
 

①中辺路エリア 

項目 内  容 

バス停 
整備対象：道湯川橋（2）【龍神自動車】 

整備内容：周辺観光案内図の新規作成（2点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【整備案】 

・道湯川橋バス停…中辺路小広峠東側女坂周辺の最寄りバス停。 

 
 
  

 

 

現状の道湯川橋 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（広角バス停） 

参考 
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②小辺路エリア 

項目 内  容 

バス停 
整備対象：高野山高校前（2）、大塔口【南海りんかんバス】 

整備内容：周辺観光案内図の新規作成（3点） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・高野山内の主要バス停のため、整備する。 

・既存の案内図を更新する。 

現状の高野山高校前 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（千手院橋バス停） 

参考 
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項目 内  容 

バス停 
整備対象：高野山高校前（2）、大塔口【南海りんかんバス】 

整備内容：周辺観光案内図の施工（3点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・高野山内の主要バス停であるため、整備する。 

・本年度で現地への設置を行う。 

現状の高野山高校前 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（千手院橋バス停） 令和 4年度設置例 

参考 
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③伊勢路エリア 

項目 内  容 

バス停 
整備対象：二木島峠口（2）、みなと（2）【熊野市】 

整備内容：多言語時刻表の新規作成（4点） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・みなとバス停…伊勢路中央部の二木島峠南側の起点のため、整備する。 

・二木島峠口バス停…伊勢路中央部の二木島峠北側の起点のため、整備する。 

・また、朝日町バス停は、新たに英文のみの時刻表を別添えで加える。 

現状の二木島峠口バス停 

【参考イメージ】多言語時刻表（大吹峠口（波田須））・英文時刻表例（逢神橋） 

現状のみなとバス停 

参 考 
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項目 内  容 

バス停 

整備対象：二木島峠口（2）、みなと（2）【熊野市】 

     井田舞子（2）、朝日町（2）【三重交通】 

整備内容：周辺観光案内図の新規作成（8点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・二木島峠口バス停…伊勢路中央部の二木島峠南側の起点であるため、整備する。 

・みなとバス停…伊勢路中央部の二木島峠北側の起点であるため、整備する。 

・井田舞子バス停…伊勢路浜街道最南部の主要バス停であるため、整備する。 

・朝日町バス停…伊勢路中央部の馬越峠南側の起点であるため、整備する。 

現状の井田舞子バス停 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（広角(高野坂)バス停） 

参考 
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④大辺路エリア 

項目 内  容 

バス停 
整備対象：里野海水浴場【すさみ町】 

整備内容：多言語時刻表の新規作成（1点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・里野海水浴場バス停…六坊浜へと向かう起点となるバス停であるため、整備する。 

【参考イメージ】多言語時刻表例（つぶり坂バス停） 

現状の里野海水浴場 

参考 
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項目 内  容 

バス停 
整備対象：里野海水浴場【すさみ町】 

整備内容：周辺観光案内図の新規作成（5点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・里野海水浴場バス停…六坊浜へと向かう起点となるバス停のため、整備する。 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（広角（高野坂）バス停） 

参考 

現状の里野海水浴場 
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⑤紀伊路エリア 

項目 内  容 

バス停 

整備対象：橘本【海南市コミュニティバス、海南市】 

     加茂郷駅、海南駅【海南市】 

整備内容：多言語時刻表の新規作成 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【整備案】 

・橘本バス停…紀伊路（橘本王子）の最寄のバス停であるため、整備する。 

・加茂郷駅・海南駅…橘本バス停に向かうための起点となるバス停であるため、整備す

る。 

現状の橘本バス停 

【参考イメージ】多言語時刻表（大吹峠口（波田須）） 

参考 
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項目 内  容 

バス停 
整備対象：橘本【海南市コミュニティバス、海南市】 

整備内容：周辺観光案内図の新規作成（1点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【整備案】 

・橘本バス停…紀伊路（橘本王子）の最寄のバス停であるため、整備する。 

 
 
  

 

 

【参考イメージ】周辺観光案内図例（広角バス停） 

参考 

現状の橘本バス停 
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⑥その他 

項目 内  容 

広域路線図の 

新規作成 

整備対象：大辺路（西） 

整備内容：広域路線図の新規作成（1点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

参考 

【参考イメージ】広域路線図例（中辺路） 
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項目 内  容 

接遇ツール 
整備対象：龍神自動車、明光バス、熊野御坊南海バス、三重交通 

整備内容：接遇ツールの更新・整備（4点） 

 
【整備案】 

・ダイヤ改正・キャッシュレス化などの社会的背景の変化等に連動し、表示内容も随時

更新・整備する。 

 
 
 
  

【参考イメージ】熊野御坊南海バス編（簡易版） 

【参考イメージ】明光バス編（簡易版） 
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項目 内  容 

デジタルサイネージ 

整備対象：新宮市観光案内所（Ｒ元年度設置） 

     熊野本宮館（Ｒ2年度設置） 

     田辺市観光センター（Ｒ3年度設置） 

整備内容：デジタルサイネージの維持管理（3点） 

 
【整備案】 

・協議会でオープンデータを維持管理対応しているバス事業者 4 社のダイヤ改正等に連

動し、表示内容も随時更新する。 

・奈良交通の八木新宮線のダイヤ改正にも対応する。 

 
 
 
 
  

新宮市観光協会内で稼働中 

 

熊野本宮館内で稼働中 田辺市観光センター内で稼働中 
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第 3 章 二次交通の案内情報整備 

第 1回二次交通部会で承認された今年度の整備計画（案）に基づき、バス事業者等の関係機

関と調整を図りながら、交通拠点及びバス停の整備など二次交通の案内情報を整備した。 

1.中辺路の整備 

 
 整備項目 

(ア)周辺観光案内図の新規作成 

道湯川橋バス停 ○ 

 
  



150 
 

◆道湯川橋バス停 

→周辺観光案内図の新規作成 

 
整備概要：・中辺路沿いを歩く外国人観光客がバスを利用しやすいよう、整備。 

・中辺路ルート、及び周辺観光スポットを図示し、より外国人観光客がバス停周辺を

観光しやすくなるよう、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

○現状の道湯川橋バス停 

○周辺観光案内図（道湯川橋バス停） 
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2.小辺路の整備 

◆整備バス停の一覧 

 
 整備項目 

(ア)周辺観光案内図の新規作成 (イ)周辺観光案内図の施工 

高野山高校前バス停 〇 〇 

大塔口バス停 〇 〇 
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◆高野山高校前バス停、大塔口バス停 

→周辺観光案内図の新規作成 

 
整備概要：・高野山内のバス停。高野参詣道沿いを歩く外国人観光客がバスを利用しやすいよ

う、既存の案内図を更新して整備。 
・高野参詣道沿いの宿坊等の施設について、位置関係が把握可能。 

整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

○周辺観光案内図（高野山高校前バス停） 

〇現状の高野山高校前バス停 
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◆高野山高校前バス停、大塔口バス停 

→周辺観光案内図の施工 

 
整備概要：・高野山内の主要バス停。高野参詣道沿いを歩く外国人観光客がバスを利用しやすい

よう、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○周辺観光案内図（高野山高校前バス停） 

〇現状の高野山高校前バス停 



154 
 

3.伊勢路の整備 

◆整備バス停の一覧 

 
 整備項目 

(ア)多言語時刻表の新規作成  (イ) 周辺観光案内図の新規作成 

二木島峠口バス停 ○ ○ 

みなとバス停 ○ ○ 

井田舞子バス停  ○ 

朝日町バス停  ○ 
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◆二木島峠口バス停、みなとバス停 

→多言語時刻表の新規作成 

 
整備概要：・二木島峠口…伊勢路中央部の二木島峠北側の起点であるため、整備する。 

・みなと…伊勢路中央部の二木島峠南側の起点であるため、整備する。 
・主要停留所案内図も記載することで、熊野市駅前などの途中の停留所、及び乗り換

えについても把握可能。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○現状のみなとバス停 ○現状の二木島峠口バス停 

○多言語時刻表図（二木島峠口バス停） 
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◆二木島峠口バス停、みなとバス停、井田舞子バス停、朝日町バス停 

→周辺観光案内図の新規作成 

 
整備概要：・二木島峠口・みなとバス停…伊勢路中央部二木島峠（北側・南側）の起点であるた

め、整備。 
・井田舞子バス停…伊勢路浜街道最南部の主要バス停であるため、整備。 
・朝日町バス停…伊勢路中央部の馬越峠南側の起点であるため、整備。 
・伊勢路ルート、及び周辺観光スポットを図示し、より外国人観光客がバス停周辺を

観光しやすくなるよう、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○現状の井田舞子バス停 

○周辺観光案内図（井田舞子バス停） 
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4.大辺路の整備 

◆整備バス停一覧 

 
 整備項目 

(ア) 多言語時刻表の新規作成 (イ) 周辺観光案内図の新規作成 

里野海水浴場バス停 ○ ○ 
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◆里野海水浴場バス停 

→多言語時刻表の新規作成 

 
整備概要：・六坊浜へと向かう起点となるバス停であり、外国人観光客がバスを利用しやすいよ

う、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

○現状の里野海水浴場バス停 

○多言語時刻表図（里野海水浴場バス停） 
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◆里野海水浴場バス停 

→周辺観光案内図の新規作成 

 
整備概要：・大辺路六坊浜ルート入口の最寄りバス停。 

・大辺路ルート、及び周辺観光スポットを図示し、より外国人観光客がバス停周辺を

観光しやすくなるよう、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

○周辺観光案内図（里野海水浴場バス停） 

○現状の里野海水浴場バス停 
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5.紀伊路の整備 

◆整備バス停一覧 

 
 整備項目 

(ア) 多言語時刻表の新規作成 (イ) 周辺観光案内図の新規作成 

橘本バス停 ○ ○ 

加茂郷駅バス停 ○  

海南駅バス停 ○  
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◆橘本バス停、加茂郷駅バス停、海南駅バス停 

→多言語時刻表の新規作成 

 
整備概要：・橘本…紀伊路（橘本王子）の最寄のバス停であるため、整備。 

・加茂郷駅…橘本バス停に向かうための起点となるバス停であるため、整備。 
・海南駅…橘本バス停に向かうための起点となるバス停であるため整備。 
・紀伊路を利用する人へのサポートとして、バスを利用しやすいよう、整備。 

整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

○現状の海南駅・橘本・加茂郷バス停 

○多言語時刻表図（橘本バス停） 
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◆橘本バス停、加茂郷駅バス停、海南駅バス停 

→周辺観光案内図の新規作成 

 
整備概要：・熊野古道紀伊路（橘本王子）の最寄りのバス停のため、整備。 

・紀伊路ルート、及び周辺観光スポットを図示し、より外国人観光客がバス停周辺を

観光しやすくなるよう、整備。 
整備前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

○現状の橘本バス停 

○周辺観光案内図（橘本バス停） 
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6.その他 

◆大辺路 

→広域路線図の新規作成 

 
整備概要：・熊野古道大辺路内のバス路線について、全体の位置関係等を把握しやすいよう、整

備。 
     ・西海岸（紀伊田辺～串本）版で作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備後 

○広域路線図（大辺路） 
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◆龍神自動車、明光バス、熊野御坊南海バス、三重交通 

→接遇ツールの更新・整備 

 
整備概要：・整備対象となっているバス事業者４社のダイヤ改正・キャッシュレス化などの社会

的背景の変化等に連動し、表示内容も随時更新・整備する。 
整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【参考イメージ】熊野御坊南海バス編（簡易版） 

【参考イメージ】明光バス編（簡易版） 
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◆新宮市観光案内所・熊野本宮館・田辺市観光センター 

→デジタルサイネージの維持管理 

 
整備概要：・協議会でオープンデータを維持管理対応しているバス事業者 4 社のダイヤ改正等

に連動し、表示内容も随時更新。 
・奈良交通の八木新宮線のダイヤ改正にも対応。 

整備後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

〇田辺市観光センター内で稼働中 
〇熊野本宮館内で稼働中 

〇新宮市観光案内所内で稼働中 
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第 4 章 二次交通部会の会議運営 

1.二次交通部会の実施概要 

有識者を招き、国、県、市町村、路線バス事業者、DMO 等を交えたワーキンググループを

2 回開催する際の、会議資料の作成、会場の準備及び当日設営、議事録の作成等の事務局運営

を行った。 
 

◆二次交通部会の実施概要 

 
 日時 場所 

第 1回 令和 7年 11 月 14日（金） 

15時 00 分～16時 00分 

オンライン 

・議事 

（1）令和７年度整備計画（案）について 

（2）時刻表等成果物の維持管理に係る検査体制の基本的な考え方について 

（3）共通整備ガイドの改正について 

（4）今後のスケジュールについて 

 

 
 日時 場所 

第 2回 令和 8年 3月 18 日（水） 

14時 00 分～14時 45分 

オンライン 

・議事 

（1）令和７年度事業の実施状況及び収支決算（案）について 

（2）令和８年度事業の計画及び収支予算（案）について 

（3）時刻表等成果物の維持管理に係る検査結果の報告について 

（4）今後のスケジュールについて 

（5）その他 
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◆二次交通部会の構成員 

 
                                 （敬称略・順不同） 

所属等 

【有識者】 

国立大学法人和歌山大学経済学部 教授 辻本 勝久（部会長） 

国立大学法人和歌山大学観光学部 教授 北村 元成 

一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー マネージャー ブラッド・トウル 
【国】 

近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（企画調整部門） 

近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（輸送・監査部門） 

【自治体】 

和歌山県 地域振興部 観光局 観光交流課長 

和歌山県 地域振興部 地域振興局 総合交通政策課長 

三重県 地域連携・交通部 南部地域振興局 東紀州振興課長 

【交通事業者】 

西日本旅客鉄道株式会社 営業本部 和歌山営業部長 

龍神自動車株式会社 取締役 常務取締役 
熊野御坊南海バス株式会社 営業部長 
奈良交通株式会社 自動車事業本部 乗合事業部長 
明光バス株式会社 事業本部長 
南海りんかんバス株式会社 業務部 業務課長 
三重交通株式会社 南紀営業所 所長 
中紀バス株式会社 統括業務部長 
【ＤＭＯ】 
一般社団法人 田辺市熊野ツーリズムビューロー 事務局長 
一般社団法人 東紀州地域振興公社 事務局長 
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2.二次交通部会の実施内容 

二次交通部会の実施内容を各回に整理した。参加者、議事概要に記載した名称は敬称を省略

している。 
◆第 1回二次交通部会 

 
日時 令和 7年 11月 14日（金） 15時 00分～16時 00分 

場所 オンライン 

議事内容 （1）令和７年度整備計画（案）について 

（2）時刻表等成果物の維持管理に係る検査体制の基本的な考え方について 

（3）共通整備ガイドの改正について 

（4）今後のスケジュールについて 

配布資料 資料 1   ：令和７年度整備計画（案） 

資料 2   ：時刻表等成果物の維持管理（案） 

資料 3  ：共通整備ガイド（改正案） 

資料 4  ：今後のスケジュール（令和７年度） 

参考資料 1：令和７年度基礎調査の結果概要 

参考資料 2：令和７年度アンケート調査結果報告書 

参考資料 3：令和７年度現地調査結果報告書 

参考資料 4：令和７年度モニター調査結果報告書 

参加者 

（委員） 

国立大学法人和歌山大学 経済学部 教授（部会長） 

国立大学法人和歌山大学 観光学部 教授 

一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビューロー マネージャー 

近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（企画調整部門） 

和歌近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（輸送・監査部

門） 

山県 地域振興部 観光局 観光交流課 課長 

和歌山県 地域振興部 地域振興局 総合交通政策課 主査（委員代理） 

三重県 地域連携・交通部 南部地域活性化局 東紀州振興課 主事（委

員代理） 

西日本旅客鉄道株式会社 営業本部 和歌山営業部長 

龍神自動車株式会社 乗合企画部長（委員代理） 

熊野御坊南海バス株式会社 営業部長 

奈良交通株式会社 自動車事業本部 乗合事業部長 

明光バス株式会社 事業本部 部長 

三重交通株式会社 南紀営業所 所長 

一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビューロー 事務局次長（委員代

理） 

一般社団法人東紀州地域振興公社 事務局長 

辻本 勝久 

北村 元成 

ブラッド・トウル 

明石 久則 

川村 昌光 

 

和田 英聖 

尾藤 道隆 

早川 祐由 

 

増田 真幸 

小川 翔大 

藤原 隆行 

福原 晋 

岩佐 浩二 

堀口 時彦 

森口 明浩 

 

加藤 仁志 
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議事録 

(敬称略) 

（１）第 1号議案 令和７年度整備計画（案）について 

①事務局からの議案説明 

参考資料３に基づき、令和７年度の現地調査の結果を報告。 

 

②意見交換 

部会長：ただいま事務局から第 1 号議案について説明があったが、ご質問やご

意見はないか。 

上條氏：18ページについて、橋本・加茂郷駅・海南駅となっているが、橋本で

はなく紀伊路の海南から藤白峠を越えた谷にある次に向かう拝ノ峠

との谷の真ん中にある橘本というバス停であり、紀伊路を歩く人たち

のサポート場所として整備したいという考えのもと案を出していた。

原案通りであれば、橋本ではなく海南市コミュニティバスの橘本と加

茂郷駅と海南駅を駅からバス停までをセットで整備するというもの

であった。18、19ページは同じ意味であるので今から訂正可能であれ

ば、橋本を橘本に変更をお願いしたい。 

部会長：高野参詣道エリアの橋本はそのままということか。 

上條氏：橋本について、今年調査を行ったが結果としてこのエリアをどう捉え

ていくかについて今回の部会に提出するには議論が足りないと考え、

昨年、一昨年に調査を行っている紀伊路において橘本を先に整備して

いきたいと考えていたが、事務局及び部会においてどう取り扱ってい

ただけるか協議していただきたい。 

部会長：橋本駅ということで資料には写真も出ているが上條さんとしては時期

尚早と考えているか。 

上條氏：高野山麓全体を今年調査した。高野参詣道に歩く起点として重要な所

はほかにもあるが、どちらかというと駅起点という場所の方が多い。

二次交通よりも南海電鉄や JR の駅が起点となった場合に部会として

どう関わっていくか。以前であれば、紀伊勝浦や新宮の整備のような

形になるがバス停を整備してきた形ではないどういう形で整備して

いけばいいのかについて議論していただけるとありがたい。南海の駅

では、二言語化が進んでいるため高野参詣道の案内をどうしていくか

についても議論が必要なのではないか。そのため、整備案のたたき台

を出した段階では、橋本ではなくある程度実態がわかっていてなおか

つ、紀伊路エリアの中で優先度の高い橘本を整備できればと考えてい

た。 

部会長：事務局の中で意見が割れていることになるのか。橋本は入れたほうが

いいと考えるがどう考えているか。 

事務局：一度再確認して後日調整させていただきたい。調査は行っているため、

追加していくという方向で考えたい。 

部会長：高野参詣道も整備エリアに含むということを盛り込みつつ、資料に含

まれている橋本駅を今年度整備対象に含めていくかは調整していく。

橘本を整備対象としていくかも要調整になる。 

部会長：高野参詣道を新たに整備対象に加えるとともに、課題の残る

箇所についてもこれまで整備してきたところであると考える。その箇

所についても統一的な整備を心がけて進めていただきたい。また、各

事業者においてご自身で整備可能な箇所がありましたら、整備してい

ただいて今年度の整備の結果について第２回二次交通部会で報告し

ていただきたい。 

 

 

 



170 
 

（２）第２号議案 時刻表等成果物の維持管理に係る検査体制の基本的な考え

方について 

①事務局からの議案説明 

事務局：資料２－１に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

部会長：第２号議案について、事務局の提案通りで意義はないか。 

一同：意見なし 

部会長：第２号議案についても、事務局提案に異議がないようであるので、原

案通りで承認とする。 

 

（３）第３号議案 共通整備ガイドの改正について 

①事務局からの議案説明 

資料３－１に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

児山氏：資料３-２の 43 ページ、（４）の更新について、今回現地調査に同行

した際に破損というのがあまりなく、色あせが多くみられた。そのた

め、共通整備ガイドの該当部分について「破損などの」ではなく、「破

損、色あせ等による」というように色あせについても更新対象に入れ

てもらえたらと考える。 

事務局：次回の部会に向けて事務局で検討していきたい。 

北村教授：前回の部会において周辺観光案内図に防災に関わるサインを記載し

ていただくというようになっていたが、共通整備ガイドには記載され

ていないがどう考えているか。追加できるのであれば 36 ページあた

りに追加して頂けたらと考える。 

事務局：共通整備ガイドには修正をしていないが、周辺観光案内図では掲載す

る方向で検討しているが、共通整備ガイドについても次回の部会に向

けて事務局で検討していきたい。 

 

（４）第４号議案 今後のスケジュールについて 

事務局：資料４に基づいて報告を実施。 

部会長：第４号議案について、事務局の提案通りで意義はないか。 

一同：意見なし 

部会長：第４号議案についても、事務局提案に異議がないようであるので、原

案通りで承認とする。 
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◆第 2回二次交通部会 

 
日時 令和 8年 3月 18 日（水） 14時 00分～14時 45分 

場所 オンライン 

議事内容 （1）令和７年度事業の実施状況及び収支決算(案)について 

（2）令和８年度事業の計画及び収支予算(案)について 

（3）時刻表等成果物の維持管理に係る検査結果の報告について 

（4）今後のスケジュールについて 

（5）その他 

配布資料 資料 1－1：令和７年度事業の実施状況 

資料 1－2：令和７年度事業収支決算（案） 

資料 2－1：令和８年度事業計画について（二次交通） 

資料 2－2：令和８年度事業収支予算（案） 

資料 3  ：時刻表等成果物検査結果概要 

資料 4  ：二次交通部会の今後のスケジュール 

参考資料 1：時刻表等成果物検査結果報告書 

参考資料 2：アンケート調査実施報告書 

参加者 

（委員） 

国立大学法人和歌山大学 経済学部 教授（部会長） 

国立大学法人和歌山大学 観光学部 教授 

一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビューロー マネージャー 

近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（企画調整部門） 

和歌近畿運輸局 和歌山運輸支局 首席運輸企画専門官（輸送・監査部門） 

山県 地域振興部 観光局 観光交流課 課長 

和歌山県 地域振興部 地域振興局 総合交通政策課 主事（委員代理） 

三重県 地域連携・交通部 南部地域活性化局 東紀州振興課 主事（委員

代理） 

西日本旅客鉄道株式会社 営業本部 和歌山営業部長 

龍神自動車株式会社 乗合企画部長（委員代理） 

熊野御坊南海バス株式会社 営業部長 

奈良交通株式会社 自動車事業本部 乗合事業部長 

明光バス株式会社 事業本部 部長 

南海りんかんバス株式会社 業務部 業務課長 

三重交通株式会社 バス営業部長（乗合） 

中紀バス株式会社 統括業務部長 

一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビューロー 事務局長 

辻本 勝久 

北村 元成 

ブラッド・トウル 

明石 久則 

川村 昌光 

和田 英聖 

酒井 優希 

早川 祐由 

 

増田 真幸 

大澤 麻里 

藤原 隆行 

福原 晋 

岩佐 浩二 

石坂 勝利 

増田 浩士 

津村 昭寛 

武田 国貴 
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議事録 

(敬称略) 

（１）第 1号議案 令和７年度事業の実施状況及び収支決算（案）について 

①事務局からの議案説明 

 資料１-１、１-２に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

部会長：第１号議案について、事務局提案どおりで異議はないか？ 

一 同：意見なし 

 

（２）第２号議案 令和８年度事業の計画及び収支予算（案）について 

①事務局からの議案説明 

 資料２-１、２-２に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

部会長：第２号議案について、事務局提案どおりで異議はないか？？ 

一 同 ：意見なし 

部会長：第２号議案についても、事務局提案に異議がないようであるので、原

案通りで承認とする。 

 

（３）第３号議案 時刻表等成果物の維持管理に係る検査結果の報告につい   

て 

①事務局からの議案説明 

 資料３、参考資料１に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

北村教授：改めて非常にこれだけたくさんの箇所が整備されたということ、そ

して維持管理されていくということにおいて大きな財産ができたの

ではないか。これだけの地域が統一化されたことによって、スタンダ

ード化され、観光客にとっても運営する側にとっても非常に観光しや

すい地域になったのではないかと思うので、この財産を今後も引き続

き生かしていってほしい。 

そして、この財産を各地域、観光業の方が売りにして、これだけの取

組を行ってきたことをアピールポイントにしてほしい。訪れた方がた

だストレスなかったというだけではなく、積極的に整備された街にな

っているということを発信していただきたい。 

部会長：おっしゃる通り、この膨大な成果物は、私たちの財産であるので、こ

れから維持管理を行っていく、そしてアピールポイントにしていくと

いう点も大事だと思うので引き続きお願いしたい。第３号議案につい

て、事務局提案どおりで異議はないか？ 

一 同 ：意見なし 

部会長：第３号議案についても、事務局提案に異議がないようなので、原案通

りで承認とする。 

 

（４）第４号議案 今後のスケジュールについて 

①事務局からの議案説明 

 資料４に基づいて説明を実施。 

②意見交換 

部会長：第４号議案について、事務局提案どおりで異議はないか？ 

一 同 ：意見なし 

部会長：第４号議案についても、事務局提案に異議がないようであるので、原

案通りで承認とする。それでは今日の二次交通部会の議事はこれで全

て終了しているので、事務局に進行をお返ししたいと思う。 

 

（５）その他（連絡事項等） 

事務局：それでは、以上をもって第２回の二次交通部会を閉会させていただく。 
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